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はじめに

平成5年2月､ブラジル連邦共和国(以下､ブラジルと称す)東北伯地方に重要案件が

あるとの情報に接し､急速調査団を編或,農牧開発事業について､プロジェクトファイン

ディング(事前調査)を実施した｡

東北伯地方は､かねてから気象災害の多い地方で､とくにこの地域の60%は年降水量が

800mm以下の半乾燥気候の地域で､早魅が頻発し､ブラジル国としては､東北開発庁

(SUDEh'E)を設け､その対策に当たってきた.

東北伯は､比較的古くから開発された地方であるが､自然条件が厳しいために､開発の進

度が他の地域に比べて遅れ､現在ではアマゾン地方に次ぐ後進地域となっている｡地域の

農業は牧畜が主で､自給用の食糧は焼畑農法によって得ている｡

昨年(1992年) 6月ブラジルにおいて､貰境保全に関する世界会議が開催され､世界的に

環境問題について注意を喚起することが提唱された｡ブラジル国としては､自ら姿勢を正

す意味において､当プロジェクトを取り上げたものである｡環境問題の中で､土地の砂漠

化防止ということは早くから叫ばれ､その他の環境問題と共に各種の対策が考えられ､今

日に及んでいる｡

すなわち､焼畑農業等の略奪農法の中止のような消極的なものから､ダム､水路建設によ

るかんがいの実施､シート頬活用による不透水層の造成､多孔質保水剤の開発等である.

しかし､消極的方法は別にしても､積極的方法はあまりにもコストがかかり過ぎて､広域

への適用技術としては､実現が困難祝されている｡

ところが､最近ブラジル農牧研究公社(EXBRAPA)の不断の努力により､乾燥に極めて強

い牧草を導入したCBLシステムという従来の牧畜農業の約11倍もの利益をもたらす画期

的な牧畜農法が開発された｡この牧畜農法を適用すると､カチンガの農業生産の増大のみ

ならず､焼畑による砂漠化防止にも大きく貢献できると考えられる｡

日本の国内では､砂漠化問題は直接の課題でないだけに､それほど深刻にとらえられてい

ないが､日本が消費する資源の輸入先国では､砂漠化について､日本に対してかなり厳し

い批判が行なわれており､日本としても等閑視できない問題になりつつある｡日本がブラ

ジルと協力して､ブラジルで開発された技術を､より確かなものとして世界に貢献するこ

とは､日本にとっての国益にも資するもので､非常に意義深いものと考えねばならない｡

ート



最近､農業開発による地球環境の破壊に非難の声が高まっているが､本プロジェクトは環

境保全を兼ねた農業開発であり､熱帯半乾燥地における農業開発の1つのモデルとしても

大きな意義をもつものといえる｡

ブラジルが国内で､その技術の開発に一応の成功を得たのは､ブラジル国自身に東北伯地

方の砂漠化問題を持っており､それだけに技術レベルがかなり高かったためといえる｡

しかし､ブラジルは資金力が乏しく､また技術力も試験的には成功したものの､これを地

域の開発に結びっける開発技術については十分とは言い難い｡このため､ブラジルから協

力の要請があれば､当然これに応じるべきであると考える｡特に改良牧野の造成コストの

大部分は機械開墾費用であり､機械開墾については日本は高い技術蓄積があり､また開墾

用機械も日本製のものが世界に広く輸出されていることを考えると､積極的に協力すべき

ものと考える｡

平成5年3月

山中 誠仁

野崎 倫夫
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図5 プロジェクト実施計画地区
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カチンガ(Ca&tiqa)の植生

カチンガIま､土着トゥビ悪で`白い

林-を意味し､セラードより降雨J

の少なL l半舷草地で､植生は有刺潅

木よりなる｡

新しく達成されたカビンプブフェル

牧境(右)と何党前の植生(左)

EnRAPAのカビンプ･Jフェ)均輔
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EBBAPAのカピンプッフェル牧場と

放牧牛

カビンプ-/フェル(Capizu hffel,

cenchrus ciliaris L)

カピンプッフェルは,中米原産のイ

ネ科牧草で､乾軌こ強く､カチンガ

に適した牧草である｡

レウセナ(Leucena,Leucaena

LetJCOCephala (血) de Tit)

ケニア原産のマメ科潅木で､カチン

がで良く生育し､蛋白質に富み､優

れた家畜の飼料となる｡
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EXBRAPAのC a Lシステム牧場

Cはカチンガ(写真の後方に見える

自然植生) ､ Bはプッフェル(写真

の左側) ､ I.はレウセナ(写真正面)

を意味するo

Et岨臥Plのホホバ(Jo]'oba)の試作

圃場

早魅で枯死寸前のサボテン

13年に一正という厳しい草地で枯死

寸前の農家の細の飼料用サボテン
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カテンガの小泉模農家
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小康模農家の庭先に設置された集水

施鼓

手前は雨水の集水場で､砂利の下に

ビニールシートが敷いてある｡その

奥に漣過砂利層があり､屋根の下が

コンクリートの貯水槽となっている｡

貯水博
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1.プロジェクトの背景

ト1東北伯

ブラジル東北伯地方は､南米大陸がアフリカに向かって突出した部分で､アマゾン

涜域の南東部に当たり､マラニオン､ピアウイ､セアラ､リオ･グランデ･ド･ノ

ルテ､パライバ､ペルナンブコ､アラゴアス､セルジツペ､バイヤの9州からなり､

その面積は1,548.7千kniである｡海岸地帯は比較的雨が多く､年雨量は1,300-

1,500mmに達するが､内陸に約100血も入ると年雨量は極めて少なくなり､年間400

-600皿で､半乾燥または乾燥地となる｡景観が白っぽく感じるので､ Caatinga

(カチンガ)と呼ばれている｡

Caatingaの意味は､土着のトゥピ語で白い(Caa)柿(tinga)を意味する｡海岸地帯は､

雨量も多く､土壌も良好で､往年アフリカより奴隷を輸入して甘庶を栽培し､砂糖

景気で栄えた時代もあった｡東北伯地方の人⊂=ま､自然条件に恵まれないにも拘ら

ず､比較的密度が高く､ kJ当たり22.6人で､全国平均の14.08人を上回っている0

日伯協力で開発を進めてきたセラードは､年雨量は1,000皿n程度であり､これが

雨期に集中して降るので､雨期に主作を行なえば農業は成り立っが､カチンガの場

合､年間400-600皿の雨が3-4ヶ月間にしか降らず､その年次変動も大きいので､

一般的農業は成立し得ない｡

内陸部の農民は僅かな牛､山羊､羊の放牧と自給用のトウモロコシ､マンジョカ栽

培を焼畑農法によって行なっている｡しかし､毎年のように起こる早魅で定着せず､

域内の移動のみならず南部の都市に流れ､都市労働者になる者も多く､これが経済

不況に遭うと､不法行為に及んで治安の悪化の原因となっている0

ト2 ブラジルの東北伯対策

ブラジルでは､東北伯住民の救済策について､東北開発庁(St]DENE ; SUPERINTEN-

I)ENCIAI)0 DESEVOLVIXENTO DO NORl)ESTE)を設け､早くから着手しており､農牧業

に対して､特別の融資をすると共に､かんがい事業等を進めてきた｡カチンガ地帯

の中央を流れるサンフランシスコ河は､流域面積が640千kJあり､ブラジル国での

国際河川を除く最大の河川である｡この河の水利用のために､ 1974年にサンフラン

シスコ河流域開発公社(CODE†ASF ; Companha de desenvolvimento do vale do sao

Francisco)が設立され､流域内に多数のダムが建設され､かんがい､発電等が行

-1-



なわれている｡しかしながら､かんがい出来る面積は限られており､また莫大な投

資を必要とするので､流域内の全農民を救済する手段としては限界があり､大部分

の農民は依然として焼畑農法によって生計を維持している｡

ところが､最近環境問題が社会的問題となり､焼畑農法を中止させる動きが出てお

り､当局としては､自然条件の蕨しさに加えて､世論の圧力も加わって何等かの新

対策を打ち出さざるを得ない状況に置かれている｡

-2-



2.サンフランシスコ河流域

2-1 サンフランシスコ河

サンフランシスコ河は､ミナスゼライス州セ-ラ･ダ･カナストラの山中に源を発

し､ミナス､バイア､ペルナンブコ､アラゴアス､セルジッペ等5州を貫流して大

西洋に注ぐ､全長3,161血の河川である｡

流域面積は､前述の如く640千hfあり､比較的肥沃な土壌帯も有するが,その流域

の相当部分がカチンガ地帯であり､かんがい地域は見違えるような農業地帯になっ

ているものの､その他のカチンガ地帯は旧態依然とした粗放放牧と略奪農法が行な

われてL･＼るo

流域を管理するサンフランシスコ河流域開発公社(CODEVASF)は､かんがい地域と

非かんがい地域の格差の大きさに頭を悩まし､非かんがい地域のレベルアップの

方法を模索していた.ブラジル農牧研究公社(EXBRAPA; Empresa Brasileira de

Pesquisa Agropecuaria)が開発した耐早性牧草の導入による改良牧畜農業システ

ム(CBLシステム)がCODEVASFに注目され､両者が協力してサンフランシスコ流

域において､パイロット的開発計画がもたれることとなった｡

2-2 サンフランシスコ河流域開発公社

サンフランシスコ河流域の開発は､ 1948年付法令No.541に基づいて設立されたサン

フランシスコ河川流域委員会(CVS F ; COXISÅO I)o VALE DO SÅO F監ANCISCO)に

よりスタートが切られた｡同委員会は､大統領に直属し､開発計画を作成し､かつ

実行した(主として水量の調節､かんがい､発電のためのダム建設) 0

1967年､ CVS Fは､大統領令(I)IERETO-LEI) No.292により､サンフランシスコ流

域管理局(SUVALE ; SUPERINTENI)ENCIA DO VALE I)0 SÅO FRANCISCO)に改組されたo

SロVALEは農牧および同加工面に直接的活動のため投資を推進した｡

1974年､再び組織改革が行なわれ､ 7月16日付法令Nu6088により､ SUVALEはCODEVA

SF (現公社)となった｡以後､現在までCODE†ASFは､流域内のプロジェクトの実施

地域を選定して､その実施を担当してきた｡
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3. CBLシステムによる開発計画の試算

3-1構 想

ブラジル農牧研究公社(E甘BRAPA)は､過去18年間にわたり､熱帯半乾燥地のカチ

ンガ(Caatinga)に適する牧草の導入と､その牧草とカチンガの自然植生を組み合

せた牧畜農業の研究を進めてきたが､最近になりCBLシステムと呼ばれる従来の

カチンガの牧畜農業に比べて約11倍の飛躍的な利益をもたらす牧畜農業システムの

開発に成功した｡

EXBEAPAは､ CODEVASFと共同で､カチンガの小規模農家の平均土地所有面積である

87haを経営単位とし､そこにCI】Lシステムを導入した試験を重ね､その営農評価

を試算した｡

3-2 C B Lシステム

C B Lシステムとは､カチンガの自然植生(C;Caatinga)
､耐早性の強いプッ

フェル(B;Capi皿Buffel)というイネ科の牧草､およびレウセナ(L;Lencena)と

いうマメ科の潅木を組み合せた牧畜農業システムであるo その比率は､ 87haの経営

単位の約55% (48ha)をカチンガの自然植生のまま残し､約33% (29ba)にCapim

Buffelを､約7% (6ha)にLeucenaを導入し､残りの約5% (4ha)を宅地と自

給農園とするものである｡

87haのうち､カチンガの自然牧野48haを残したのは､雨期の3-4ヶ月間は､カテ

ンガといえども十分牧牛を飼育できること､開発費用をできるだけ抑えること､カ

チンガの自然植生をできるだけ保存すること等の目的から考えたものである｡また､

Capin Bu王ielとLeucenaの組み合せ割合は､一方がイネ科､一方がマメ科であるこ

とから､栄養上の考慮により決めたものである｡また､これらの改良牧野は､牧牛

に一度に全面積開放すると､牧牛によって好みに合った部分だけ食われてしまうの

で､牧草の持ちが悪くなるため､改良牧野の中を数区に区切って､時間または日数

を定めて区画毎に牛を追い込める方法を考えた｡この方法は､ローテーション牧場

と称して､面積の狭い牧場で効率的に飼育できる方法として､ブラジルでは一般的

に行なわれている方法である｡

3-3 CB Lシステムと従来システムの比較

比鞍は現地での各種テスト(牧容力､生体増体臭等)の結果を応用して行なったも

のである｡
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表3-3-1 CBLシステムと従来システムの比較

項目 従来システム CBLシステム 増産効果

牧野の牧容力 0.13頭/ha/年 0.63頭/ha/年 3.85倍

83haの牛の牧容力

(生体垂増加量)

kg/頭/年

11頭

55kg

52頭

130kg

41頭

75kg

kg/83ha/年

(収益)

USS/87ha/年

605kg

US$393

6,760kg

口S$4,394

6,155kg

US$4,001

｢注+ 1)総面積87ha (うち､純牧野面積83ha)

2)牛の生体価格 ロS$ 0.65/kg

牧野のha当たり牧容力は､従来システムで0.13頭､ CBLシステムで0.63頭である｡

87ha (純牧野面積83ba)における牛の飼養可能頭数は従来ステムで11頭､ CBLシ

ステムで52頭である｡

また､牛の生体垂の増加は､従来システムでは､ 1頭当たり年間55kgであるが､

cBLシステムセは130kgになるoそれぞれに飼養可能頭数(牧容頭数)を乗ずる

と87ha (純面積83ba)で､従来システムは年間605kg､ CBLシステムでは6,760kg

の生体増加が1年間で得られることになる｡

収益額として､昨年(1992年) 11月頃の牛の売買価格(kg当たりUS$0.65)をあて

はめると､従来のシステムではUS$ 393 (Us令 0.65×605kg)となるのに対し､

CBLシステムではt7S$ 4,394 (US$ 0.65×6,760kg)となり､ CBLシステムが従

来システムの約11倍の増益となる｡
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4. Capim BuffelおよびLeucena

Capim Buffel (Cencbrus ciliaris L)は､中央アメリカ原産のイネ科の牧草で､乾

燥に強く､年降水量180Ⅲmが定着の限界といわれている｡カチンガでは､年平均降水

量が180mm以下の所はないので全域で定着するo通常の降雨年では､草高は150cm前後

に達し､採草量は乾草で8-lot/haである｡ EXBRAPAの試験では､無肥料栽培でも収

量は18年間安定している｡栽培法は､トラクタ-で耕起･砕土したところに10kg/ba

前後の種子を播種し､施肥ほ行なわない｡

採種用栽培を行なっている窮地農家では､プル2台でチェーンを引き､立木をなぎ倒

した後､木を焼き払い､耕起･砕土はせずに播種(棒で穴を開け点描)している｡播

種量は12kg/haで､播種後の管理は行なっていない.採種量は､ 300nの降雨があれば､

80-100kg/baである｡

Leucena (Leucaena leucocephala (Lam.) de Tit)は､アフ･)カ､ケニア原産のマメ

科の潅木である｡空中窒素を固定するので､土壌の肥沃をもたらすはか､若い茎葉は

家畜の飼料や緑肥となる｡また幹は燃料とする｡アフリカではAlley
croppingと称し､

5m前後の間隔で等高線に沿って植え､その間にカウピーやメイズを栽培し､上記用

途のほか土壌浸食の防止を兼ねる｡ CBLシステムでは､茎葉を収穫後乾燥させて保

存し､乾期の家畜の飼料とする｡
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5.開発プロジェクト

CODEVASFとEXBRAPlは､前記試験結果に基づき､サンフランシスコ河流域のカチンガ

地域に､捻面簡約35万baの開発予定地を選定し､プロジェクトを計画した｡開発計画

の概要は以下の如くである｡

5-1 プロジェクトの目的

プロジェクトの目的は以下のとおりである｡

1) EXBRAPAにより開発されたCBLシステムの導入によるカチンガの牧畜農業の

安定化と生産の増大

2)焼畑農業の廃止によるカテンガの砂漠化防止とCO2発生防止､およびカチン

3

4

5

ガの自然植生の保全

牧畜農民の収益の増大による生活水準の向上と安定化

地域開発への貢献

カチンガ地域の開発および世界の半乾燥地の開発のためのパイロット開発とし

ての貢献

6)地球環境保全への貢献

5-2 プロジェクト地区

1)位 置

プロジェクト地区は､カチンガのほぼ中央に位置し､ベトロリーナ市の北約

140knを中JL､に､東北方向に長さ約130血､幅約25knに広がる約35万haである

(図5) o プロジェクト地区の北部境界に沿って国道122号(Federal road BR

122)が走り､同地区へのメインアクセスとなる｡地区の選定には以下の点が

配慮された｡

(1)開発の恩恵を考慮した行政区画への配慮(6皿unicipalityにまたがる)

(2)カチンガ地域のパイロット開発としてのC BLシステムの適応性

(3)プロジェクト地区へのアクセスの便と拠点となるベトロリーナ市からの

距離

(4) CBLシステム導入に対する農民の熱意

(5) EyBRIPAの技術支援受け入れの便
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2)地形･気象

プロジェクト地区は､標高445m (南部)から553m (北部)に及び､起伏はあ

るものの地区全休は横して平坦である｡気候はカチンガの中で最も蕨しく､ベ

トロリーナ観測所における平均気温は26.5℃ (冬季は24℃､夏季は28.5℃) ､

年平均降水量は約380皿である｡

5-3 プロジュェクトの面積と開発年次

プロジェクトの面積は約31万haで､これを表5-3-1のごとく5ケ年にわたり実施す

る｡

表5-3-1 開発面積の年次計画

(ha)

年次

ブロック
1 2 3 4 a 計

A 10,000 15,000 20,000 25,000 25,00D 95,000

B 10,000 15,000 20,OCIO 25,00D 25,000 95,000

C 5,000 10.000 15,000 15,000 15,000 60,000

D 5,000 10,000 15,000 15,000 15,000 60,000

計 30,000 50,000 70,000 80,000 80,000 310,ODO

また､開発面積に伴ない用意すべきCapim BuffelとLeucenaの種子皇は表5-3-2のと

おりである｡

表5-3-2 Capim BuffelおよびLeucenaの種子生産計画

種年次
i

kg/ha)

1 2 3 4 5 計

Capi皿

Duffel
8
開発面積(ha) 9,900 16,500 23,100 26,400 26,400 102,300

必要種子土(kg) 79,200 132,000 184,000 211,000 211,000 818,400

Leucena 1
開発面積(ha) 2,070 3,450 4,830 5,520 5.520 21,390

必要種子土(kg) 2,070 3,450 4,830 5,520 5,520 21,390

注) 作付面積: Capim Buffel
:プロジェクト面積の33% (29ha/87ha-33%)

Leucena
･.プロジェクトの面績の6.9% (6ha/87ha-6.9%)
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5-4 受益農家数と農家規模および土地利用

受益農家数

平均1農家の規模

土地利用

Caatinga (自然植生)

Capim 8uffel牧場

Leucena 圃場

宅地および自給農園

3, 000戸

87ha

48ha

29ha

6ha

Aha

5-5 投資額

このプロジェエクトに必要な平均1農家当たりの投資額は US$ 22,380である(義

5-5-1)
｡その内訳を表5-5-2-表5-5-7に示す｡

また､本プロジェクトの投資総額はUSS 67,140,00D (US$ 22,380/農家×3,000戸)

で､円換算で805,680万円(換算率US$ 1.00-120円)である｡

表5-5-1 平均1農家(87ha)当たりの投資額

項目 単位 数量
単価

(USS)

金額

(USS)
備考

CapilnBuffel牧場 ha 29 244 7,076 表5-5-2参照

Leucena圃場 ha 6 402 2,412 表5-5-3参無

牧柵 2,078 表5-5-4参照

深井戸 2,800 表5-5-5参照

雑費 634

新規購入子牛代 頭 41 180 7,38D

計 22,380
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表5-5-2 Capi皿Buffel牧場の開発費

(ロs寄/ba)

項目 単位 数量
単価

(I)SS)

金額

(I)SS)
備考

伐開･寄木 ha 1 70 70 表5-5-6参照l

耕起･砕土 ha 1 60 60 表5-5-7参照

伐採木の焼却 人･日 8 2.5 20

播種 人･日 8 2.5 20

除草 人･日 20 2.5 50

種子代 kg 8 3.0 24

計 244

表 5-5-3 Leucena匪l場の開発費

(USS/ha)

項目 単位 数量
単価

(Us令)

金額

(tlSS)
備考

伐開･寄木 ha 1 70 70

j伐採木の焼却
人･日 8 2.5 20

植付穴掘り 人･日 10 2.5 25

施肥 人･日 3 2.5 7.5

育苗 人･日 22 2.5 55

苗処理 人･日 15 2.5 37.5

植付 人･日 4 2.5 10

除草 人･日 20 2.5 50

種子 kg 1 1.0 1.0

燐酸肥料 kg 190 0.29 55.1

堆肥 kg 500 0.029 14.5

プラスチック

コップ
個 5,000 0.011 55.0 育苗用

農薬(殺蟻剤) kg 1 0.9 Q.9

計 401.5(402)
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表5-5-4 牧 柵 貴

(USS/農家)

項目 単位 数量
単価

(tTSS)

金額

(tTSS)
備考

親柱 本 8.6 0.g 7.74 フェンスは8牧場を1単位として設置

中間柱 本 1,849 0.45 832.05

有刺鉄線 巻 41.40 18.00 745.20

グランパ(釘) kg 20.70 1.35 27.95 0.5kg/巷x41.4巷

人手間 人･日 186.20 2.50 465.50 40人･日/k皿×37,240kmxl/8

計
2,078.44

(2,078)

注)親 柱 9×2×17×3-69､69÷8-8.6本

中間柱: (( 870×4÷2.5m) ＋1-9) ×2 -2,768

i( 870×4÷2.5m) ＋1-17) ×3 -4,128

: ((1,000×2÷2.5m)十1-5) ×5 -3,980

: (( 410×2÷2.5m) ＋1-3) ×3×4-3,912

14,788÷ 8-1,849

計14,788

有刺鉄線: (870x4×5)十(1, 000×2×5)＋(410×2x3x4)ヰlo,000＋9, 840-37, 240

37,240÷450m/巻-82.8巻

82.8mx 4段張り-331.2巻

331.2巻÷ 8-41.4巻
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表5-5-5 深井戸役直覚

(TTS.t/鼻音1

項目 単位 数王
単価

(Us令)

金額

(DSS)
備考

深井度 塞 1 1,500 1,500 津さ釣70m､8インチJ(イ1共

風車 塞 1 1,300 1,300 風車､水槽共

計 2,800

表 5-5-6 伐開･寄木費

(℃SS/ba)

項目 単位 数量
単価

(Us令)

金額

(ロSS)
備考

伐開 hr 0.5 60 30
プルD62台チェーン引き

作業能力:2ha/時間

寄木 hr 2 20 40
ブルD4

作業能力:0.5ha/時間

計 70

表5-5-7 耕起･砕土費

(Us令/ba)

項目 単位 数量
単価

(USS)

金額

(Us令)
備考

耕起 hr 2 20 40
75EPホイルトラクタ

US$20/時間

砕土 hr 1 20 20
75EPホイルトラクタ

US$20/時間

計 60
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5-6 経済効果

本プロジェクトの経済効果は以下のとおり試算される(表5-6-1) 0

1戸当たりの投資額

1戸当たりの維持管理費(表5-6-2参府)

1戸当たりの純利益

プロジェクトの内部収益率(IRR)

t]S$ 22, 380

US$ 570/年

ロs寄4,001/年

13%以上

表 5-6-1 プロジェクト内部収益率(IRR)の試算

(US古)

プロジェクト

年次

投資額
13%係数

純益額

投資頓 現価 純益額 頚価

1 22,380 19,805 0.88496

2 570 446 0.78315 4,001 3,133

3 570 395 0.69305 4,001 2,773

4 570 350 0.61332 4,001 2,454

5 570 309 0.54276 4,001 2,172

6 570 273 0.48032 4,001 1,922

7 570 242 0.42506 4,001 1,701

8 570 214 0.37616 4,001 1,505

9 570 190 0.33288 4,001 1,332

10 570 168 0.29459 4,001.:1,179
ll 570 149 0.26070 4,001 l,043

12 570 131 0.23071 4,001 923

13 570 116 0.20416 4,001 817

14 570 103 0.18068 4,001 723

15 570 91 0.15989 4,001 640

16 570 81 0.14150 4,001 566

17 570 71 0.12522 4,001 501

18 570 63 0.11081 4,001 443

19 570 56 0.09806 4,001 392

20 570 49 0.08678 4,001 347

合計≦ 23,302 24,566
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表5-6-2 維持･管理茸

(tlSS/&#)

項目 単位 数量
単価

(tlSS)

金額

(DSS)
備考

食塩･ミネラル kg 1152 0.5 76.00 8g/頭×365×52頭-152kg

予防注射 個 156 0.4 62.40 3回/年×52頑-156回

牛追い用馬およ

び馬具
200.00 US$1,000×1/5

牧柵補修 207.80 US$2,078×1/10

雑費 23.80 5%

計 57D.00

5-7 機械開墾

D6クラスのブル2台でchainを引き､立木をなぎ倒す方法をとる.立木はセラー

ドより小さいので､ 1往復程度ではぼ伐木は完了する｡むしろ､寄木の方に時間が

かかる｡しかし､これも立木が少ないので抵抗が比較的小さい｡

ブラジルではプルを使用せず､ホイルトラクタでいきなりプラウイングを行なうこ

ともあるo スピートがあり非常に効率的に開墾できるが､パンク事故が多発する｡

実際には､現地でさらに検討する必要がある｡

5-8 牧 柵

牧柵の支柱は窮地調達で行なう｡当プロジェクトの試算は間隔2.5mで､有刺鉄線

4段張りで計算したが､実際には1.5-2.Om間隔がべタ-である｡現地調達の方法

をさらに検討して､コストダウンが可能であれば1.5-2.Omにすべきであろうc ま

た､ 2.50mの場合､中間に吊柱を入れ､有刺鉄線のタワミを防ぐ方法をとることも

できる｡吊柱は雑木でよいので､この方法も今後検討すべきであろう｡

5-9 深 井 戸

このプロジェクトでは当初､コスト節減のため､天水利用を考え､雨水の集水シー

トを考えた｡しかし､天水利用は極めて不安定であるので､深井戸を各戸に1本ず

つ掘ることにした｡

深井戸は8吋口径で70m程度を考慮してあるが､場所によってはもっと浅くても水

が得られることがある｡また地区によっては地表水の利用､天水利用のための溜池

適地が存在する所もあるので､実際の計画にあたっては地区別に検討すべきであ

ろう｡
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6.ホホバ(jojoba)の栽培について

ホホバ(Si皿mOndsia cbinensis(Link) Schneider)は､ツゲ科(Buxaceae)に属する

低木で､その種子から超高温､超高圧､超高速に耐える液状ろうのホホバ油が採れ､

工業用､医薬用､化粧品用等広い用途がある｡

生育の気象条件は､乾燥に強く､気温変化も通常0℃-35℃の範臥こ良く生存し､プ

ロジェクト地域に好適な作物と思われる｡品種､栽培法は未だ確立されていないが､

栽植密度はba当たり2,000株前後､子実は植付後2-3年で採取でき､収量は8年生

以上で2.5-5.Ot/ha (1例)程度とみられる｡

価格は､現在プランジルで化粧品用のホホバ油がkg当たり US$21と高いが､将来生産

量が増大すれば､ kg当たり US$2程度になると予想されている.

当プロジェクトは､カチンガの自然環境および社会環境からみた最も合理的な開発方

法として､放牧と言う極めて粗放な農牧業を主としているが､上記のホホバがカチン

ガの自然環境に適するならば､所有地の中に若干でも換金作物を導入することを考慮

すべきであろう｡ ど/S段階で十分検討したい｡
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む す び

本プロジェクトは辞墳保全の観点から､

(1)焼畑防止と耐早性牧草の導入による砂漠化の防止

(2)焼畑の防止によるCO2ガス発生の抑制

(3)カチンガの自然植生の保存

等の成果が期待される｡また､積極的開発効果としては､

(1)牧牛の増産

(2)地域農牧民の収入増と生活水準の向上

(3)地域農牧民の定着と周辺地域への流出防止による治安の安定

(4)地域開発による周辺地域への経済的効果の波及

等が期待される｡

また､このプロジェクトが成功すれば､これをアフリカ等の半乾燥地域に適用することも

可能と考えられる｡また､従来の農業開発プロジェクトは､かんがい排水を主体としてき

たために､投資額が極めて高くなり､開発地域も限定された｡また､発展途上国では水利

施設の維持管理を行なう資金や技術に乏しく､折角造った水利施設をプロジェクトライフ

一杯もたせることができずに鎖してしまうこともしばしばであったo この点､潅排水施設

を伴なわない本プロジェクトは､発展途上国に適した開発方法といえる｡

本プロジェクトは是非､取上げられることを望むし､かつ成功させねばならない｡
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Ⅰ.調査日程

月日 発地 着地 泊地 備考

1 3/20(土) 東京

ブラジリア

ベトロリーナ

ブラジリア

サンパウロ

ブラジリア

ベトロリーナ

プラジ1)ア

サンパウロ

東京

ブラジリア

出国(RG83519:OO尭)

2 3/21(日) 環地者(RG27810:50者)

3

4

5

3/22(月)

3/23(火)

3/24(水)

//

ベトロリーナ

′′

大使館､JICA表敬

CODEVASF打合せ

移動(RG2749:15発)

現地調査E甘BRAPA打合せ

/ソ

6 3/25(木) ブラジリア EXBRAPAと打合せ

7 3/26(金) // 大使館､JICAへ報告

8 3/27(土) // Col)EVASFへ報告

9 3/28(日) 〟 資料整理

10

ll

3/29(月)

3/30(火)

サンパウロ EXBRAPA(本部)表敬

CODEVASFと打合せ

移動(RG27717:10発)

移動(RG83600:10発)

12 3/31(水) 成田着(EG83613:30着)
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JI.面談者リスト

機関名 役職･氏名

1.在ブラジル日本大使館

2.国際協力事業団(JICA)

3.サンフランシスコ河流域開発公社

一等書記官平田竹男

一等書記官小平均

ブラジル所長鏑木功

総裁AIESOhTBEZERRALOCIO

(CODEVASF)

4.農業･農地改革省

5.ブラジル農牧研究公社

特別顧問ANTONIOJOSESIXOE

総裁室顧問XAROCOSTEI‡ARADEAL甘EIDA

ENg/civilPAtJLOXATAL

ENg/AgroCUIEOROBERTOGt)IXÅNES

ベトロリーナ支部長tliLDOI)INIZ

プロジェクト担当FERNANH)ANTONIO

RODORIGtJEZ

JICA専門家鈴木昭堆

企画部長高木大和OSYALDO

技術部長IEDOBEZERRASÅ

(EKBRAPA)

6.ブラジル国際協力事業団(A､B､C)

7.ベトロリーナ市庁

技術課長CLOVIS6UIXARASÅ

技術協力部長NELSONDEOLIVEIRA

技術協力担当官RICAR帥PINTORIBEIRO

市長FERNANDOBEJERRICOELIIO
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皿.調査者の略歴

山 中誠仁(技術士) 昭和18年2月1日生

昭和41年3月

昭和41年4月

平成5年現在

昭和43年11月

昭和48年10月

昭和51年8月

昭和52年3月

昭和53年11月

昭和54年3月

昭和55年1月

昭和59年12月

昭和61年6月

平成2年3月

平成4年8月

(経 歴)

東京大学農学部農業工学科卒業

㈱パシフィックコンサルタンツインターナショナル入社

同上社第二事業本部農水事業部長

(業 務)

(6ケ月)

(9ヶ月)

(3ケ月)

(15ケ月)

(3ケ月)

(3ヶ月)

(48ケ月)

(16ヶ月)

(20ケ月)

(18ヶ月)

クウェート国下水処理水利用かんがい計画

ラオス国バンナボン農村建設計画

フィリピン国マニラ市周辺地域洪水対策

フィリピン国ナビンダン水門建設設計

ナイジェリア国ラゴス新港計画

アフガニスタン国稲作開発計画実施設計

フィリピン国ナビンダン水門建設施工管理

チリ一国マポチョ川流域農業開発計画実施調査

パキスタン国パルチスタン州地下水かんがい開発計画

コロンビヤ国キンディオ川流域農業綜集合開発計画調査

エクアドル国ツンパピロかんがい計画
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野崎倫夫(農学博士) 昭和4年4月17日生

昭和25年3月

昭和25年6月

昭和44年10月

昭和47年11月

昭和48年1月

昭和60年9月

昭和64年10月

昭和44年1月( 3ケ年)

昭和48年6月

昭和52年3月

昭和60年11月

昭和61年3月

昭和61年10月

昭和62年1月

昭和62年3月

昭和62年11月

昭和62年11月

平成元年3月

平成元年9月

平成2年4月

平成2年2月

平成2年10月

( 3年11ヶ月)

(経 歴)

三重大学農学科(農専)卒業

農林省三重統計調査事務所

農林省東海近畿農業試験水田作研究官

同上主任研究官

農林省熱帯農業研究センター主任研究官

同上菊査情報部 研究技術情報官

㈱パシフィックコンサルタンツインターナショナル入社農水事業部

(業務歴)

インド国マンディア農業普及センター専門家

マレーシヤ国稲作栽培技術の研究(熱研)

熱帯農業技術係系の組立(熱研)

西アフリカの稲作と稲作研究(熟研)

フィジー稲作研究開発打合せ(団長)

東アフリカにおける農業現状と農業研究の実態調査

青年海外協力隊の現地活動に対する助言指導

(ドミニカ､コスタリカ､ホンシュラス)

ホンジュラス農業開発研究センター計画巡回指導

東アフリカ農業と農業研究の実態調査

マレーシヤ青年海外協力隊に対する助言指導

熱帯雨林地帯における野菜生産システム(ブルネイ)

パラグアイ･ボリビア青年海外協力隊に対する助言指導

インド種子研究生産貯蔵施設整備事前調査

インドネシア･ニアス島かんがい農業開発計画

マラウイ･ブワンジエ･バレーかんがい農業開発計画
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Ⅳ.ブラジルの農業統計概要

1.農業概要

ブラジルは､ 1960年代に始まる外資導入による工業化の進展により､従来国内産業

の中で高い地位にあった農業については､相対的にその地位が低下してきている｡

しかしながら､農業就業者は､現在も就業人口の4分の1を占めるはか､輸出にお

ける農産物の割合も約3割であり国内の重要産業として位置づけられている｡

(1)国民経済に占める農業の地位

① GDPに占める農業部門の推移
(%)

1970 1975 1980 1985 1986 1987 1988

農林水産業

工 業

サービス業

ll.6 10.7 10.2 9.0 8.2

35.8 40.4 40.6 38.7 39.9

52.6 48.9 49.2 52.3 50.9

7.7 7.6

38.5 37,9

53.8 54.5

資料:伯地理統計院

(診 農林水産業部門の総労働人口に占める割合
(%)

1960 1970 1g80 1985 19B6 19B7 1988

就業人口

(千人)

農林水産業

工 業

サービス業

22,750 29,557 43,236 53,761 55,436 57,410 58,72g

54.0 44.3 29.3 28.5 25.9 24.6 24.2

12.9 17.9 24.9 22.1 24.2 23.8 23.3

33. 1 37.8 45.8 49.4 49.9 51.6 52.5

資料:伯地理統計院

③ 農林水産物の線輪出額に占める割合および推移
(千ドル)

1985 1987 1989

総輸出額 25,639 26,225 34,383

農林水産物輸出額 10, 707 9, 888 10, 492

農林水産物の割合 41. 7 37. 7 30. 5

資料:伯地理続計院
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2.農業構造の環状

ブラジルは､日本の約23倍に当たる 851百万baの広大な国土を有しており､その

うち 376百万haが農場として所有されているものの(国土の44.2%) ､実際に利用

されていない面積が大きく､耕地面積は52百万baに留まっている(同 6.2%) 0

また､土地所有形態についてみると､少数の大規模農場が多くの面積を所有すると

いう構造になっている｡
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① 州別･地域別国土面積および耕地面構 (千ba､ %)

国土面積 耕地面積 耕地率 農場面積 農 場 率

ロンドニア

アクレ

アマゾナス

ロライマ
パラ-

アマパー

トカンチンス

23,838( 2.8)

15,370( 1.8)
156, 795(18. 4)

22,502( 2.6)
124, 683(14. 7)

14,236( 1.7)

27,732( 3.3)

539( 1.0)

69( 0.1)

296( 0.6)

28( 0.1)

1,053( 2.0)

35( 0.1)

671( 1.3)

北部計 385, 156(45. 3)

2.3 6,091( 1.6)
0.4 5.926( 1.6)
0.2 5,968( 1.6)
0.1 2,157( 0.6)
0.8 23,532( 6.2)
0.2 1,211( 0.3)
2.4 17,617( 4.7)

25. 6

3β.6

3.8

9.6

18.9

8.5

63. 5

2,020( 3.9) 0.5 62, 502(16. 6) 16.2

マフニョン

ピアウイ

セアラー

北リオグランデ

パライーバ

ベルナンブコ

アラゴアス

セルジッペ

パイア

32,955( 3.9) 1,331

25,296( 3.0) 1,075

ユ4,738( 1. 7) 2,428

5,317( 0.6) 1,032

5,396( 0.6) 1,234

10, 102( 1.2) 1,848

2,911( 0.3) 1,013

2, 186( 0.3) 313

56,698( 6. 7) 4, 151

2.5)
2.1)
4.6)
2. 0)
2. 4)
3. 5)
1.9)
0. 6)
7.9)

4.0 15,311( 4.1)
4.2 11,691( 3.1)

16.5 11,113( 2.9)
19.4 4,408( 1.2)

22.9 4,920( 1.3)

18.3 8,710( 1.8)

34.8 2,389( 0.6)

14.3 1,914( 0.5)

7.3 33,531( 8.9)

46. 5

46.2

75.4

82. 9

91.2

66.4

82. 1

87.6

59. 1

東北部計 155, 600(18. 3) 14, 427(27. 5) 9.3 91, 988(24. 4) 59. 1

ミナスジェライス

エスビリットサントス

リオデジャネイロ

サンパウロ

58,662( 8.9)

4,573( 0.5)

4,365( 0.5)

24,826( 2.9)

5, 334(10. 2)

1,063( 2.0)

622( 1.2)
6, 553(12. 5)

9.1

23.2

14.2

26. 4

48, 036(12. 2)

3,823( 1.0)

3,310( 0.9)

20,446( 5.4)

78.5

83. 6

75.8

82.4

東南部計 92, 427(10. 9) 13. 572(25. 9) 14. 7 73, 615(19. 6) 79.6

パラナ 19,932( 2.3) 6, 130(ll. 7) 30.8 17,496( 4.6) 87.8

サンタカタリーナ 9,532( 1.1) 1,882( 3.6) 19.7 7,400( 2.0) 77.6

南リオグランデ 28,067( 3.3) 6,615(12.6) 23.6 23,817( 6.3) 84.9

南部計 57, 532( 6.8) 14, 627(27. 9) 25.4 48, 713(12. 9) 84.7

南マットグロツソ

マットグロッソ
ゴヤス

連邦区

35, 747( 4.2)
90, 142(10. 6)

34,017( 4.0)

579( 0.1)

1,902( 3.6)

2,128( 4.1)

2,948( 5.6)

85( 0.2)

5.3

2.4

8.7

14.7

3l,231( 8.3)
37, 962(10. 1)

29,970( 8.0)

306( 0.1)

87.4

42. 1

88. 1

52.8

中西部計 160, 485(18. 9) 7,735(14. 8) 4. 8 117. 086(31. 1) 73.0

ブラジル合計 851,200(100 ) 52,380(100 ) 6.2 376,287(100 ) 44.2

資料:伯地理統計院

注: ( )内の数字は､ブラジル全体を100とした割合(%)
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② 耕地面横の推移
(千ha､ %)

1960 1970 1975 1980 1985

農耕地 28,396 33,984 40,001 49,104 52,380

うち 単年作 20,751 26,000 31,616 38,632 42,545

永年作 7, 645 7,984 8,385 10,472 9,835

資料:伯地理統計院

③ 規模別農場数および面積
(単位;農場数-千件､ %:面積-刊a､ %)

農 場 数

実 数 構成比 実 数 構成比

1

9

8

0

年

10ha未満2,59850.39,0042.5

10-1002,01739.164,49417.7

loo-1,0004899.5126,79934.8

1,000-10,000450.9104,54928.7

10,000ha以上2.30.0460,00816.4

面積規模不明90.2

合計5,160100.0364,854100.0

1

9

8

5

年

10ha未満3,08652.910,0292.7

10-1002,16637.169,67918.5

100-1,0005198.9131,89435.1

1,OCIO-10,000480.8108,39728.8

10,000ha以上2.20.0456,28715.0

面積規模不明140.2

合計5,835100.0376,287100.0

資料:伯地理統計院
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④ 農場面積規模別トラククー数
(単位;台､ %)

実 数 構成比 1農場当たりの台数

1

9

8

0

年

10ha未満29,2915.40.01

10-100235,73043.20.12

100-1,000202,308畠7.10.41
1,000-10,ODO67,55012.41.48

10,000ha以上10,0731.84.30

面積規模不明2530.040.03

合計545,205100.00.ll

1

9

8

5

年

10ha未満40,3216.20.01

10-100285,47943.80.13

100-1,000231,95135.6D.45

1,000-10,00082,75912.71.73

10,000ha以上11,3181.75.21

面積規模不明2210.030.02

合計652,049100.00.ll

資料;伯地理続計院

⑤
.トラククー1台当たり負担面積の推移 (ba/1台)

1970 1975 1980 1985

北 部 547.6 689. 8

東北部

中西部

南東部

南 部

1,418.0 931.2

323.4 149. 8

116.5 79.1

170.7 89.4

277.0 322.1

373. 0 376.9

102.2 86.1

59.8 57.4

62.0 52.0

204.9 123. 8 90. 1 80. 3

資料:伯地理続計院
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⑥ 肥料の消費iの推移
(千トン､ %)

1970 1980 1985 1987 1988 1989

窒 素 消費量

輸入依存度

りん酸 消費五

輪入依存度

カ リ 消費量

輸入依存度

267

92.5

416

59.3

307

loo.0

906

57.7

1,988

20.5

1,307

100.0

828

15.9

1,309

2.4

1,062

100.0

964

22.6

1, 652

10.9

1, 539

97.6

877

19.6

1,499

6.9

1,368

95.9

869

13.9

,177
1.6

,224
91.1

資料:SIACESP (サンパウロ州肥料工業会)
､全国肥料･改良材普及協会

⑦ 農薬の消費量(有効成分量)および輸入依存度
(トン､ %)

1984 1985 1986 1987 1988

消 費 量

輸 入 量

輸入依存度

輸 出 量

55,303 50, 165 66,991 62, 770 59,979

14,027 13, 105 19,528 15,657 13,427

25.4 26.1 29.2 24.9 22.4

15,957 19, D56 15,638 19, 117 18,751

資料:ANDEF (全国農薬協会)
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Ⅴ.北部および東北ブラジルの雨量

年間雨量に占める2-4月の降雨量

観測場所 僻測年 3ケ月雨量(%) 3ケ月間雨量 年間雨量(mm) 標高(m) 緯度 経度

lI-AguaBranca 193ト60 65.25

2月3月t4月 Total

577.9 710 07o31- 37o39◆86.8[15611い34･2!
377.1

2-Aguiar 1934-59 66.54

2月
■3月
4月

Tora(

816.4 280 07oO5' 38ロ11-154.9 228.8 159.5 543.2

3-AlagoaNova 1931-60 47.84

4月 5月 6月 Total

911.7 500 07oO4' 35o47■122.8 167.5】145.9 436.2

4-Albandra 1934-60 49.47

5月!6月〕7月 Total

1,513.8 49 07o26- 34o55-286.9;263.2;198.8 748.9

5-Araruna 1931-60 45.87

4月≡5月 6月 Total

754.7 580 06o311 35o44'105.41123.4 117.41346.2

6-Areia 1931-60 45.25

5月 6月 7月.Total

1,296.9 445 06o58' 35o42■208.1 213.6 165.1■586.8

7-Bananeiras 1931･60 45.71

4月 5月 6月,≡Total

1.186.3 552 06o46' 35o38'164.3 189.1 188.9 542.3

8-Bar[adeSta.Rosa 1931-60 55.37

3月 4月j5月 Total

299.8 440 06o431 36oO4l73.0 48.7 44.3 166.0

9-BarraJua 193316O 69.09

2月3月L4月 Tota[

576.7 500 06032. 38o34'87.9;180.9;137.5 406.3

10-BeLem 1933-60 70.94

2月:3月 4月! Tota一

645.2 190 06o11. 37o32'112.0;176.2 169.51457.7

ll-BoaVista 193116O 49.41

3月 4月 5月Totat

370.0 490 07o16' 36o14I75.3 50.9 56.6≡182.8

12-Bodocongo 1934-60 50.81

3月 4月 5月【Total
304.1 350 07c321 35o59-64.1 47･5142.9 154.5

13-BonitodeSta.F台 1933-60 64.62

2月至3月】4月 Total

679.8 575 07019' 38o31'121.3:208.0:110.0 439.3

14-BrejodaCrロZ ･1931-58 67.38

3月i4月 5月 Tota一

764.5 190 06o21■ 37o30l221.3 177.3 116.51515.1

15-Cabaceiras 1931-58 55.92

3月 4月 5月Total

217.1 390 07o30' 36o17'34.8 37.6 4910i12114

16-Cajazeiras 1931160 69.12

2月 3月 4月
Total

769.9 291 06o531 38o34'149.0 乏52.6 149.2 550.8

Z7-CampinaGrar[de 1931-60 45.01

4月 5月 6月 Total

731.6 508 D7o13' 35o52'100.9 112.4 116.0 329.3

18-Caraubas 1931･60 57.09

3月 ■4月 5月TotaI

432.6 460 07o43' 36o31'87.5 64.7 43.4 195.6

19-Catingueiras 1934160 73.38

2月 3月 4月 Total

733.3 290 07oO8- 37o371123.7 224.3 190.1 538.1

20-CatoledoRocha 1931･60 68.42

2月 3月 4月 Total

852.1 250 O6o211 37045●126.8 249.6 206.6 583.0

21-

月 月 月 Total

22-Curemas 1934160 66.50

2月 3月 4月 Tota一

808.7 220 07oO1- 37o58.136.2 241.0 160.6 537.8

23-Desterro 1932･60 75.06

2月 3月 4月 Total

275.5 590 07o171 37006'36.2 105.4 65.2 206.8

24-lmaculada 1934･59 6g.62

2月 3月 4月 Totat

518.4 750 07o23' 37030-93.1 157.3 110.5 360.9

25-Ing点 1931･6O 43.83

5月 6月 7月 Tota一

709.3 144 07o17. 35o37193.3 123.8 93,8 310.9
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戟測場所 観測年 3ケ月雨量(%) 3ケ月間丙'''iif 年間両立(mm) 標高(m) 妻章度 経度

26-Jtabaiaba 1931159 49.45

4月 5月 6月
Total

684,7 45 O7o201 35o20l110.7 116.4 111.5 338.6

27-1taplranga 1931-59 66.34

2月 3月 4月 Total

751.4 23O O7o181 38e'101
135.4;213･2149.9 498.5

28-JoaoPessoa 1931-59 50.33

4月 5月 6月 Total

1,686.8 5 07oO8- 34O53'244.5 303.6 300.8 848.9

29-Jofely(Pocinhos) 1931-59 49.21

3月 4月 5月
Total

330.6 624 07oO4' 36oO4'58.9 47.7 56.1 162.7

30-Malta 1931160 73.81

2月 3月 4月 Tota一

675.5 340 06o54' 37o32'115.4 198.3 184,9 498.6

31-Mamanguapc 1932-60 149,94

4月 5月 6月
Tota一

1,245.2 54 06o50■ 35oO7-186.1 209.2 226.5 621.8

32-Monteiro 1931-60 59.70

2月 3月 4月 Total

461.3 590 07o53- 37oO7161.6 118.7 95.1 275.4

33-Mulungu 1931-59 48.84

4月 5月 6月ITotal
709.9 100 07oO2' 35o2g'99.3 134.1 113.3 346.7

34-Nazarezinho 1934-60 68.94

2月 3月 4月 Total

682.8 265 06o55' 38o20■137.3 207.8 125.6 470.7

35-NovaOJinda 1934-59 67.31

2月 3月 4月 Total

719.4 315 07o28- 38oO3'127.9 218.3 138.0 484.2

36-Olivedo 1934-60 53.61

3月 4月 5月 Tota一

393.8 545 06o59- 36o15-94.0 63.6 53.5 211.1

37-Patos 1931-59 70.61

2月 3月 4月 Tota[

678.5 250 07001' 37o17-log.2 227.7 142.2 479.1

38-PedraLavrada 1934-59 72.03

2月 3月 4月 Total

240.3 525 06o45' 36o28l39.5 85.0 48.6い73.1

39-Pianco 1931-60 68.23

2月 3月 4月iTotal
657,8 250 07o11' 37o57'128,8 209.7 110.3!448.8

40-PicuL 1931160 65.00

3月 4月 5月 Total

248.6 450 06o31' 36o22l78.8 52.4 30.4 161.6

411PombaI 1931-59 65.84

2月 3月 4月
Total

675.6 178 06o46' 37o49'112.7 184.0 148.1 444.8

42-Princesalsabel 1931-59 59.82

2月 3月 4月 Total

765.8 660 07o441 38o()1'118.2 202.6 137.3 458.1

43-

月
･月
月 Total

44-SaoJoaodoTigre 1935160 70.08

2月 3月 4月 Total

332.6 616 08oO4' 36o52-59,O 113.6 60.5 233.1

451Salgadinho 1934･59 63.83

3月 4月 5月 Total

402.3 410 07008● 36o51'115.8 84.0 57.0 256.8

46-SantaLuzia 1931-60 72.65

2月 3月 4月 Total

454.5 290 06o52r 36o56'76.2 156.6 97.4 330.2

41-SaRtaRita 1931-59 50.01

4月 5月 6月 Total

1,415.8 16 07oO8' 34c59'207.4 245.4 253.0 705.8

48-Sape 1g32-59 52,28

4月 5月 6月 Total

896.5 125 07oO6' 35o14l141.1 158.1 169.5 468.7

49-So[edade 1931-57 53.93

2月 3月 4月 Total

317.8 560 07oO41 36026'41.4 69.6 60.4 171.4

50-Scuza 1931-59 67.52

2月 3月 4月 Tota一

695.9 200 06045' 38o141129.0 213.4 127.5 469.9

51-Sume 1931･59 56.08

2月 3月 4月 Total

445.3 510 07039. 36o56'57.4 102.1 63.5 223,0
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観測場所 観測年 3ケ月雨量(%) 3ケ月間雨量 年間雨量(mm) 標高(rn) 線度 経度

52-Taperoa 1931-59 64.94

2月 3月 4月 Total

436.4 500 07o12■ 36o50'67.7 119.5 96.2 283.4

53-Texeira 1931-59 74.66

2月 3月 4月 Tota(

617.9 770 07o13' 37o16●120.8‡228.3 112.2i461.3

54-Umbuzeiro 1931159 49.87

3月 4月 5月 Tota(

715.9 553 07o42' 35o40'128.2 130.9
97.9!357.0

55-Arapua 1935167 68.20

2月 3月 4月 Tota(

832.5 500 07oO41 38o35■173.7 232.9 155.0 561.6

56-BomJesus 1933-67 64.13

2月 3月 4月 Total

954.4 470 07o21' 38o25-157.1 251.4 203,6 612.1

57-EngenheiroAvidos 1938167 -67.15

2月 3月 4月 Tota(

815.0 250 06o581 38o28r155.5 234.7 157.1 547.3

58-Guarabira 1944-67 45.89

4月 5月 6月 Tota一

1.241.2 89 06o51' 35o29'185.9 175.2 208.5 569.6

59-MaeD'AguadeDentro 1933-67 73.47

2月 3月 4月 Total

699.6 370 07o15' 37o26-130.1 221.9 162.0 514.0

60-Piloes 1938-67 67.69

2月 3月 4月 Tota一

742.8 255 06o40' 38o31'122.3 225.1 155.4 502.8

61-Porcos 1934-67 70.58

2月 3月 4月 Tota一

738.0 270 07oO8一 37o20-130.8 213.8 176.3 520.9

62-SaoGoncalo 1938-67 69.95

2月 3月 4月 Total

810.4 235 06o50● 38o19r153.7 245J 167.5 566.9
E

63-Tlmbauba 1934-67 68.17

2月 3月 4月 Total

841.0 520 070Ol● 38o18f160.0 255.8 157.5!573.3I
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観測場所 観測年 3ケ月雨量(%) 3ケ月間雨量 年間雨量(mm) 標高(m) 緯度 経度

1-Afogadosdalngazeira 1931-60 62.92

2月 3月 4月 Tota一

497.3 525 07つ45. 37o39'78.0 129.7 105.2 312.9

2-Aguas 1932-60 44,12

5月 6月 7月 Tota一

653,0 376 09007- 37007■103.1 100.7 84.3 288,1

3-Airl 1935-60 59.68

2月 3月 4月 Tota[

441.0 361 08o32' 38o12168.5 120.1 55.6 244.2

4-Afgodoes 1934-60 53.93

2月 3月 4月 Total

493.4 501 08c19' 37o21'64.6 134.2 67.3 266.1

5-Arcoverde 1931160 53.17

3月 4月 5月 Total

318.5 599.0 663 08c26' 37oO4'97.6 124.1
96.8!

6-BarradeSaoPedro 1935-59 -59.38

1月 2月 3月 Tota一

539.1 444 07E'50' 40o20180.3 93.2 146.6 320.1

7-BeFemdoSaoFrancisco 1931-59 50.06

1月 2月 3月 Total

389J 305 08o46' 38o58'47.2 57.9 90.0 195.1

8-Betania 1935-58 54.73

2月 3月 4月 Total

477.1 431 08c171 38oO2'61･9l 126.8 72.4 261.1

9-BomConselho 1935･58 43.34

5月!6月 7月
T()tal

479.2 654 09o101 36o41'74.5弓59.2 74.0 207.7

10-BrejodaMadredeDeus 1931･60 46.23

3月 4月 5月 Total

803.0 64.6 08oO9' 36O23'143.6!132.9;94.7
371.2

1l-Cabrobo 1931-60 53.65

2月!3月 4月 Total

419.5 350 08o301 39o19l67.41102.6 55.1 225.1

12-Carp)na 1934-60 51.41

4月15月 6月 Total

878,2 184 07o511 35o151114.4:174.7 162.4 451.5

131Caruaru 1931-60 47.59

5月16月 7月 Total

362.7 545 08o17' 35o58l55.2;67.4 50.0 172.6

14-ConceicaodasCreolas 1935-60 58.45

2月+3月 4月 Total

471.0 480 08o181 38o56'77.4[139.6 58.3 275.3

15-Correntes 1935-58 47.48

5月16月 7月1To(al

768.9 391 09oO7' 36o20'109.5[133.4 122.2:365.1

16-Escada 1931･60 46.72

4月 5月 6月･Total

1,710.5 93 08o221 35o141223.4 308.9!266.8;799.1

17-F]ores 1931-60 63.18

2月 3月;4月
Total

688.7 460 O7o50. 37o59I119.2 193･5≡122･4…43511

18-Floresta 1931-58 58.49

2月 3月4月 Total

411.0 317 08o35■ 38o35■67.7 108.6 64.1 240.4

19-Garanhuns 1931-60 49.90

5月 6月 7月
Total

1,000.0 866 08o53' 36o291224.3 231.2 212.6 668.1

20-Gravata 1934-58 53.38

4月 5月 6月 Total

406.5 447 08o13. 35o34'68.6 85.2 63.2 217.0

21-MalhadadaAreia(Garqueja 1935158 56.82

2月 3月 4月 Tota[

536.1 365 08o17' 38o29■69.0 158.5 77.1 304.6

22TM()xoto 1935160 50.63

2月 3月 4月 Total

342.5 431 O8o431 37o32'46.0 79.1 48.3 173.4

23-Ouricurj 1931-58 59.20

1月 2月 3月 Total

598.3 432 07o53' 40oO4176.5 106.3 171.4 354.2

24-Palmares 1935-60 48.13

5月 6月 7月 Total

1.339.8 109 08o41T 35o36'240.8 217.2 186.8 644.8

25-Pandas 1935-60 43.98

4月 5月 6月 TotaE

542.7 620 08o40' 36oO2176.9 88.2 73.6 238.7

26-Parnamirim 1931･60 61.26

1月 2月 3月 Tota一

579.3 379 08oO51 39o34●75.7 105.3 173.9 354.9
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観測場所 観測年 3ケ月雨量i..'(%) 3ケ月間雨量 年間雨量(rnm) 原高(rn) 緯皮 経度

27-Pesqueira 1931-60 43.22 笥笥忍T:6:i,602.2 650 08o22- 36o42'

28-Pelrorandia 1935-60 44.71

1旦._
44.9

2月 3月 ;Total

!171.5 383.6 282 09OO41 38o18'45.5 i81･1

29-PetroFina 1931-59 55.OO

2月 3月 4月
ETolal

340.2 376 09o23- 40o30156.8 88.8!41.5
I

187.1

3O-Recite 1931160 47.62

5月 6月 7月iTotaJ
1,570.0 5 08oO31 34o55r268.6 270.5 208.5!747.6

3l-RioFormoso 1935160 49.17 _哩_289.6
上5月 6月

Total

2,180,6 39 08o401 35oO9◆主402.2 380.4h.o72.2

32-SaFgueiro 1931-58 -61.36

1月 2月 3月
Total

542.5 415 08oO41 39QO7-64.0
.115･3

153.6 332.9

33-SantaFilomena 1935159 54.29

1月 2月 3月 Tota一

564,9 534 08oO8- 40oO5174.4 89･Oi143･3 306.7

34-SantaMariadaBoaVjsta 1931-60 60.31

1月 2月 3月 Total

425,5 452 08日481 39o50■60.8 66.7 129.1
I

256.6

35-SaoBentodoUna 1931-60 43.20

3月 4月 5月 Total

534.5 645 08o311 36o22■85.0 70.5 75.4 230.9

36-SaoJosedoBelmonte 193l･58 61.72

2月 3月 4月いotal
578.3 460 07p521 38847199.5

1174･0 83･4≡356･9

371SaoJosedoEgito 1931･60 67.49

2月 3月 4月 Total

347.0 575 07o28r 37c17159.4 105.9 68.9 234.2

38-SerraTalhada 1931･59 61.10

2月 3月 4月 Total

548.3 435 07c59- 38o18177.4 164.6 93.0 335.0

39-Serrita 1935-60 57.75

2月 3月 4月 Total

513.6 425 07o56■ 39o19172.6 145.5 78.5 296.6

40-Sertania 1931･60 57.67

2月 3月 4月 Tota[

455.0 605 08oO5- 37o16158.5 124.7 79.2 262.4

41-Surubim 1931･60 47.34

4月 5月 6月
Tota(

617.3 380 07o5C- 35o45'88.3 104.2 99.7 292.2

42-Tacaratu 1931-60 41.84

3月 4月 5月 Tota一

696.8 550 09oO6' 38oO9●106.9 95.1 91.0 293.0

43一丁ambe 1931-60 47.82

4月 5月 6月 Total

1,355.4 190 07o25' 35oO71184.9 223.0 240.3 648.2

44-

月 月 月 Total

45-Triunfo 1931･60 48.35

3月 4月 5月 Total
～

1,247.1 1,010 07c50' 38oO71230.1 205.4 167.5蔓603.0

46-Vertentes 1931-60 51.14

4月 5月 6月
Total

755.6 4Ol 07o55' 35c59'105.1 128.5 152.8 386.4

47-VitoriadeSantoAntao 1931160 45.99

4月 5月 6月 TotaL

809.8 137 08oO7' 35c18f105.9 133,2 133.3 372.4

48-Arizona 1934-67 56.47

2月 3月 4月 Total

386.2 500 08ロ401 40o58-69.9 87.1 61.1 218.1

49-Exu 1935-67 51.77

2月 3月 4月 Total

825.9 510 07o31- 39o43■137.8 172.9 116.9 427.6

50-Feitoria 1935-67 55.01

2月 3月 4月 Total

747,5 6O5 07o321 40oO61132.7 154.8 123.7 411.2

51-1co 1938-67 49.55

1月 2月 3月 Total

377.8 290 08o52. 38o29■46.9 45.1 95.2 187.2

52-InaJa 1938-67 41.20

1月 2月 3月 Tota一

363.1 355 08o541 35o50'42.1 41.5 66.0 149.6
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観測場所 観測年 3ケ月雨量(%) 3ケJMu雨量 年間雨量(mm) 標高(m) 緯度 経度

53-Jeritaco

54-Jutal

55-MalhadaReal

56-PauF8rrO

57-Rodri9UeS

58-SantaCruz

591S(tiodosMoreiras

60-SitioNovo

61-Tara

62-Tupanaci

1934-67

1935-67

1934-67

1935167

1934-58

1934-67

1935-67

1938-62

1934-67

1934-62

52.69

51.21

57.45

55.62

71.86

‾54.63

53.73

54.58

48.61

56.55

2月 3月t4Fl TDtal

499.9

552.O

447.7

334.8

532.7

658.6

638.4

346.1

398.1

598.4

445

361

345

385

380

489

750

400

586

352

O8o23'

08o38-

09oO2.

08c57-

08(〉231

08o16'

07o44.

08o48-

08o44.

08o16'

37o381

40o141

40oO1●

40o44■

39o53'

40O15.

39033.

38o24'

360521

38o341

63.5

2月

115.2E84.7

3月r4月

263.4

T()tar

83.4,116.8:82.5!282.7

2月･3月,14月Tota】

75.1■119.1

1月2月

163.0

3月

ぎ257.2

Total

44.3:52.5

1月2月

89.4

3月

186.2

Total

73.4j178.2

1月12月

131.2

3月

382.8

Tota一

80.2

2月

104.5

3月

175.1

4月

359.8

Tota一

1O5.7

1月

128.6

2月

108.7

3月

343.0

Total

54.9

+旦

26B9'9…

39.7

4月l

104.7

5月

199.3

毒Total

65.2!

3月

58.4

4月

1193.5

Tota一

70.8 156.5 111.1 338.4
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i. &

This prelimlnary economic evaluation of the Projectfor the average farm of 87 ha is

ma血on 【be basis of血e fbllowlng COnditions:

a)
Farmsize:

- CapimBu組earea:

- Leucenaarea:

- Caadngaandothersarea:

87 ha.

29 ba.

6ba.

52 ha.

b) Basic land preparation of Capim But:fle andLeucena cultivationareas is to be made

by heavy machines.

c) Necessary calf is to be purchased by the farmersthemselves.

d) One deepwell is to be provided forone farm.

e) For the comparison of farms, the fわllowing two types of farmare considered:

- Traditionalstock如m: Farmcombined withCaatinga Vegetation

- C･B･L･ system stock farm: Farmcombined with Caatinga Vegetation and new

grass and tree.
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2. Bene丘t

Bene丘t丘.om the C.B.L. syste皿StOCk farm is estimated on the basis of the data of

CODEVASF/EMBRAPA (Nov. 1992) as shown ir)Table 1.

Table 1 Comparison of the Benefits between C.B.L. System Stock Farm

and Tra血donal Stock Farm

･把- Tra雪bEAS)tockgt･!･kL濫t?Bm)?E5e_7Ac)e
Breeding capaclty 1 1 52 41

(heads/87 ha)

Increase in live
weight

(Kgnlead/year)

(K 87 ha/ ear)

55 130 75

605 6,760 6, 155

B ene丘t

(USS/87 ha/ ear)
393 4,394 4,00 1

Note: 1) Unitareaofstockfarm: 87ha

2) Cattleprice: 0.65 USS伍gin live weight

Breeding capacity of cattle ir)a unit st∝k farm (87 ha) is 11 heads/yearfbr the traditional

stock farm and 52 heads/yearforthe C.B.L. system stock farm.

Increase in live
weight of cattle per yearis 55 kg per head or 605 kg per tmit traditional

stock farm and 130 kg per head or 6,760 kg per unit C.B.L. system stock farm.

Benefit (Gross income) per unit stock farm is US$393 per year for the traditional s(ock

farm and US$4,394 per year for the C.B.L. system stock farm.

Therefore, benefit丘.om the C.B.L. system st∝k farm is higher by US$4,001/year thar)

that of the traditional stock fam.

- 2 -



3.基幽

3.1 InvestmentCost

The investment cost required for unit C.B.L. system stock farm of 87 ha is as shown in

Table 2. Tables 3 to 8 show the breakdown of the cost estimate.

Table 2 Investment Cost per C.B.L. System Unit Stock Farm (87 ha)

(USS)

Item Unit Qu antity
Unit fhce

er ha)
Value Remark s

Capim Buffel

Leucena Field

Fence

Deepwell

S u b-Total

Mi sc ellaneous

Ha 29 244 7,076

Ha 6 402 2,412

2,078

2,800

14,366

634

Table 3

Table 4

Table 5

Table 6

5 %

Total 15
,000

Table 3 Cost of Land n℃paration of Capim Buffel Area

(USS)

Item U nit Quantit Unit Price Value Remarks

Land Reclamadon Ha

監w.1SlgnagndH a
Bumlng m･d

Sowlng m･d

Weeding m ･d

Cost of seed K

1 7()

1 60

8

8

20

8

2.50

2.50

2.50

3.00

70 Table 7

60 Table 8

20

20

50

24

Total 244

Note: m･d: man-day
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Table 4 Cost of Land P陀Paradon ofLeucena St∝k Faml

(USS)

Item U nit Quanti Unit Pdce Value Rem arks

Land Reclamation lla

Bumlng m〟

Digglng Of
Planting hole

Manunng

Raislng Of

seedlings

n.eparation of

seedlings

Transplanting

Weeding

Cost of seeds

Phosphoric

Fertilizer

Bamyard manure

Plastic cup

ln sec ticide

m/a

m/a

m/d

I11ノd

m〟

mノd

Kg

Kg

Kg

1 70

8 2.50

70

20

10 2.50 25

3 2.50 7.50

22 2.50 55

15 2.50 37.50

4 2.50 10

20 2.50 50

1 1.00 1.00

190 0.29 55.10

500 0.029 14.50

5.000 0.01 1 55.00

0.90 0.90

For

seedlings

Total
401.50

(sa 402)

Note: m･d: mar)-day
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Table 5 Construction Cost of Fence

(USS/unit st∝k farm)

Ibm unit Quamiw U謎s%ce(vualsnse) Remarks

Main pillar Pc 8.6 0.9 7.74

btermediate

pillar

Barbed wire

Nail

Labour charge

Pc 1.849

Role 41.40

Kg 20.70

m･d 186.20

0.45 832.05

18.00 745.20

1.35 27.95

2.50 465.50

Fence is established f♭r8

continuous stock farms as

one block.

0.5 kg/role x 41.4 roles

4() persons/km x 37.240 km

冗 1/8

Total
2,078.44

(sa 2,078)

Note: MainPillar9Ⅹ2x 17 Ⅹ3=69 69÷8 =8.6unidades

hternal Pillar

Barbed wire

((870Ⅹ4÷2.5m)＋1-9)Ⅹ2=2,786

((870x4÷2.5m)＋ト17)x3-4,128

((1,(X氾x2÷2.5m)＋1-5)x5=3,980

((410Ⅹ2÷2.5m)＋1-3)x3x4=3,912

14,788÷8 - 1,849

(870x4x5)＋(1,000x2x5)＋(410x2x3x4)=37,240

37,240 ÷ 450 m/rolls
- 82.2 rolls

82.8 rolls x 4 lines = 331.2 rolls

331.2 rolls 千 8
= 41.4rolls

Table 6 ConsmctioコCost of Deepwell

(USS/unit stock fam)

Item U nit Qua血t Umit Price Value Remarks

Deepwell Unit 1 1
,500

1
,500

Win血ill Unit 1 1
,300

1
,300

Total 2,800

I
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Table 7 Land Reclamation Cost by Bulldozer

(US Snla)

Item Uni t Quantity
Unit Price

er hr)
Value Re marks

Cleanng Hr 0.5 60 30 D6 x 2 units with chain.

Wo血g capacity: 2 h㌦lr

S tum p ln g Hr 2 20 40 DI

Wo工kin Ca aclt : 0.5 haAlr

Total 7 0

Table 8 Land Reclamation Cost by Wheel Tractor

(US S仲a)

Item U nit Quantity
Unit Price

er hr)
Value Re m arks

Plowlng Hr 2 20Hr 2 20

Hr 1 20Hauow in

40

20

75 Hp Wheel Tractor

75H Wheel Tractor

Total 60

- 6-



3.2 地

The operation and maintenance costs in connection withthe implementation of the f>oject

are as shown in Table 9.

Table 9 Operation and MaintenaJICe Costs

(US古/ullitstuck fm)

Item Uni t Quanti Unit fbce Value Remarks

Salt, mineral

Preven tln g

lnJeC don

Depreciation of
horse & bmess

Fence repair

Sub-Total

Mi scell aneous

Kg 152

Times 156

o･5

76･00喜詑…;dd/sey.芸236k5gx
o･4 62･40 己etEsTse:/yle5;Xti孟2es

200.00

207.80

546.20

23.80 5 %

Total 5 70.00

41堕!幽皇圭垣

The rough project evaluatior)
for one unit farm (87 ha) shows that the project is

economically feasiblewiththe internal rate of return(IRR)
being more than13 %.

The detail of analysis is shown in Table 10.

ー 7 -



Table 10 Estimation of Internal Rate of Return

Proje ct
lift

Cost 1 3 % Net Bene丘t

cost presentvalue
Coefficient

NelBenefit P陀SentValue

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ll

12

13

14

15

16

17

18

19

20

22,380*

570**

570

570

570

570

570

570

570

570

570

570

570

570

57()

570

570

570

570

570

19,805

446

395

350

309

273

242

21

9

6

4

4

0

8

9

131

116

103

91

81

71

63

0.88496

0.78315 4,001

0.69305 4,00 1

0.61332 4,001,

0.54276 4,00 1

0.48032 4,001

0.42506 4,00 1

0.37616 4,001

0.33288 4,001

0.29459 4,00 1

0.26070 4,00 1

0.2307 1 4,001

0.20416 4,Ooユ

0.18068 4,001

0.15989 4,001

0.14150 4,001

0. 12522 4,001

3,133

2,773

2,454

2,172

1,922

1,701

1,505

1,332

1,179

1,043

923

817

723

640

566

501

0.1 1081 4,001 443

56 0.09806 4,00 1 392

49 0.0867 8 4,00 1 347

Total 23,302 24,566

Note: 1) Costofcalf=US$180headx41 heads=US$7,380

2) *15,0(泊＋7,380=22,380

3) **Operadon and maintenance costs (Table 9)

-
8 -



5･聖地吐塾迎

5.1幽由虫

The pro)ect is to be developed in 5 years as shown in Table 1 l･

Table 1 l 打ojectlmplementation Schedule

(ha)

Bl∝k
Development

e all
Total

A 10,000 15,000 20,000 25,000 25,000 95,000

B 10,000 15,000 20,000 25,000 25,000 95,000

C 5,000 10,000 15,000 15,000 15,000 60,000

D 5,000 10,000 15,000 15,000 15,000 60,000

Total 30,000 50,000 70,000 80,000 80,000 310,000

5･2 睡

Amount of seeds of Caplm Buffel andLeucena required for the Projectis estimated on

the basis of the required seed rate and thearea to be developed as shown in Table 12･

The table shows that total amount of seeds required for the Prqjectare 818,400 kg f♭r

Capim Buffel and 21,390 kg for Leucena･

- 9 -



Table 12 Required Amount of Seeds of Capim BuffTelandLeucena

Seed Rate

(k a)
Year 1 2 3 4 5 Total

8 AreaofDevelop-

Capim me血t (ha)

B uffTel Amount of seed

required (kg)

9,900 16,500 23,100 26,400 26,400 102,3#

79,200 132,0(氾184,0(氾 211,000 21,100 818,4(氾

1 AI℃aOf

Leucena Development (ha)

Amount of seed

required (kg)

2,070 3,450 4,830 5,520 5,520 21,390

2,070 3,450 4,830 5,520 5,520 21,390

Note: Cultivadona托a: Capim Buffel: 33 % of the projectarea (29 ha/87 ha
= 33 %)

Leucena: 6.9 % of the projectarea (6 ha/87
ha = 6.9 %)

- 10-



Tentadve Land Use Auocadon Plan
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1･墨壷幽

1.1幽

The Northeast region C-fthe Federative Republic of Brazil consists of nine States: Bahia,

SerglPe, Alagoas, Pernanbuco, Paraiba, Rio Grande do Norte, Cear丘, Piaul', and

Maranh豆o･ The meteorologicaland hydrologlCal conditioTIS Of these Statesare notthe

same･ flowever, the reglOn Can be roughly classified
into two cot)trastlngareaS from

tbeir vegetadon as fわllows:

a)
Area expandingalongthe coast betweer) Salvador (13ahia)and Natal. It is called

”Sugar Land.1 dtle tO its main land use. Its soil is deep and dark Ted･ lt is mostly

owned and used by plantation farms. The rainfall in thisarea isalmost sufficient

for cultivation during rainy SeaSOll.

b) Area expanding in the regions of
Sertao in Rio Grande do Norte, Cear丘, Riaul',

Paralba and part of Maranh豆o. In general, rainfall in thisarea is irregular and not

enoughfor cultivation. There are periodic droughts and floods. Its soil is sandy

and hard. Only 4 % of the rainfall penetrates into soil. Therefore, crop cultivation

can be perfomed in very limited area Only. Cattle breeding lS mo一e important in

this area.

Cassava is a basic food. Goat-s milk and cheese, beef, beans and sweet potatos are

subsidiary food. Duringthe seasons of drought, when hot and dry wind from

Africa scorches the land, the people have to leave the area due to shortage of basic

fod and in order (o cope withthe fTeeding capaclty Of cattle･

Theriver beds become temporary roads fわr trucks and the wells dry up. The

famir)e stalks the land and one half of the children under one yearold die whentheir

catdedie.

Migration towards the coastal and southem towns occurs, and people become town

labor or unemployed persons. This Area is called
”

Chaatinga'■ (White Forest) by

the aborigines.

Tbe problems in the Caatinga area mentioned above have been the source of big

annoyance of the Government of Brazil for a long time･ In addition, recently public

oplnion has mounted a campaln agalnSt the shif【ing cultivation with bumlng forest in

paralled with the oplnlOn for conservation of global environment by saying that the

ー1
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people inthe Caatingaarea arethe ringleader of CO2 Gas diffusion due to their

continuous such traditionalshifdng cultivation･

A few years ago, Empresa Brasileira de Pesquisa Agropecudria (EMBRAPA) succeeded

the development of a livestock fa-ing system (called C.B.L. System) with the

combination of grass and tree named Capim Buffel and Leucena which can survive in

drought climatic conditions like those of Caatinga area･ One of the specific features of the

system is that the development o∫血y area like Ca且ting area becomes possible without

destroylng naturalenvironment of the area.

The Government of Brazil is considering to introduce this system in the Caatinga area

widely and to develop thearea as new livest∝k pr∝luction farm･

1.2 Laation

The Project Area is located inthe middle part of the S豆o Francisco River basin in

Pemambuco State, which is in血e Northeast Region of Brazil･

The south edge of the Project Area is about 100 km far from Petrolina city, and it is

expanding 130 km to the northeast directiorl ar)d the approximate width of thearea is

around 25 km from northwest to southeast direction. The federal road BR 122 runs

alongthe nor(hem boundary of the Area･ Most of the easternboundary of the Area is the

municipalitylimits.

1･3 地

The topography of the Area is relatively plain, being located between 445 m and 553 m

above sea level丘℃m south 【o the north.

The Area is ir) the one of the driest reglOn Of the country･ Its rain conditions is very

peculiar, withannual average rainfall of around 380 mm.

The annualaverage temperature of the Area isaround 26･5 oC, being 24 oC in the winter

and 28･5 oC in the summer season (Petrolinastation).

1.4 辿迎

It is estimated that around 30,000 peopleare livlng in the ProjectArea. Most of them are

small-medium size farmers, mainly living based on agriculturalAivestcK:k activities.

- 2 -



1.5 宣茎匹⊆垣迦追

Withthe implementation of the什oject,the followlng economic and social effects will be

prduced:

a) Livestock productior) in the dry area will become attractive and contribute to the

increase of income of the famers in thearea;

b) Stable livestock productior)throughtheyearwill increase the living standards of the

people in the ama･,

c)
Additional employment opportunity will be created during and after the Prqject

lm plem entation ;

d) Success of the Projectwill settlethe problems against the development of other dry

areas like Caatinga; and

e)
Introduction of the development system adopted ir)the Project[o other dry areas

will greatly contdbute to conservation of the global environment by reduclng the

shifting cultivation withburnlng forest.

1.6 出生⊆痕⊆主

Feasibility Study on Northeastern Brazil Caa血ga (SemトArid) Area Environment

Conservationand Sustainable Agriculture凡ivest∝k Development floject.

1.7 幽

Tbe existlng Caatinga area or 350,000 ha, which is mostly used as st∝k fans with

traditional stock farming by small and medium size farmers･ Thearea covers a part of six

(6) municipalities, namely, Petrolina, Santa Maria da Boa Vista, Cruz de Malta,

Pamamirim, Ouricuri, and Bodoc6.

In the selection of the Study Area,血e fbllowlng pOlntS are mainly considered:

a) Municipalitydivision of the Area;

b) AdaptabilityofC･BL. system as a pilot developrnent ofCaatinga area;

c) Accessibilityto the Area;

d) Farmers- eargerness to introduce the C.B.L. system to their farms; and

ー
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e)
Acceptability of the technicalassistance of CPATSA (Semi-Arid Tropic A許icultural

Research 也nter)侶MBRAPA.

1･8 宣茎幽

Companhia de Desenvolvimento do Vale do S豆o Francisco (CODEVASF) will act asthe

counterpart agency tothe Japonese Study Team in ass∝iation withEmpresa Brasileira de

Pesquisa Agropecuiria (EMBRAPA), and also as the coordinating body to other related

orgaJlizationsfor the SIT)00th implementatioll 0fthe study･

One of 【be main duties of EMBRAPA is to provide the study team with the detailed

information and data regarding the tes(1ng Of Capim Buffel and Leucena cultivation, and

C.B.L. system.

2･蜘

The objectivesof the Projectare as follows:

a)
To increase livestock production in the Caatinga area by introducing a sustainable

livestock faming system newly improved by EMBRAPA (C.B.L. system);

b) To reduce CO2Gas diffusion by stopping the shifting cultivatior) with burning

lbrest;

c) To contribute
to the level-tlP and stabilization of farmersT living conditions in the

area by increasing their income;

d) To contribute to (he regionaldevelopment;

e) To present pilot development of Caatinga area, which will be applied for other

Caatingaareas andalso similar dryareas of the world; and

f) To con出bute to the conservation of global erNironment.

Thefollowlng lS the tentative study results based or) the data provided by EMBRAPA:

TotalftojectAI℃a:

Bene丘cial Fa皿erS :

Farm Areaper Family.･

Grass all∝ation: Capim Buffel:

Leucena:

Caatinga and o山ers:

- 4
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310,000 ha

3,000 families

87 ha.

29ha

6ha

52ha



Number of Cattle per Family:

Investment Costper Farm:

Benefit per Farmper Year:

IRR

I
.

52 heads

US$22,380

US$4,001

more than 13 %

3.幽迦由

The
objectivesof the studyare asfo1lows:

a)
To血aw up a topographic map with scale 1/25,000 covering the study area of

350,000 ha;

b) To investigate the existing farming and livestock production conditionsinthe area-,

c)
To investigate the cultivation conditions of the grass and tree recommended by

EMBRAPA and jojobatree;

d) To make a sustainable agriculturalnivestock development plarl With maximum use

of grassand tree recommended by EMBRAPA and jojobatree, if practicable;

e) To study the markedng system in order to cope with the increase of livestock

pr∝1uctior);

f) To make groundwater development plan throughhydrogeologicalsurvey;

g)
To evaluatethe f>ojectfrom technical and economic poir)ts of view;

h) To transfTer knowledge to counterpart personnels through the study; and

i) To make any recommendations or advice to streng(hen the local district offices in

the aspect of organization or loglSticalefficiency on the implementation of the

Project.

4.地迫

4.1呈出迦由

The study shall consist of the丘eld suⅣey, data collection, and studies and analysis at the

job site and home office in Japan.

-5
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Details of the study are as follows:

a)
P陀1iminary field survey of the Study Area;

b) Co11ection and review of available dataand infbrmatiorl relevant to the study on the

fTollowlng ltemS;

- Topography;

- Meteorology and hydrology;

- Geology and by血ogeology;

- Soilandlandu5e;

- Dminage;

- Agricultureand livestock;

- Agro-industry inthe surrounding area;

- Land conservadon;

- Ruralinfrastructures;

- Agro-economyand agnculturalinstitution;

-

Regionaleconomy and托ojectevaluadon;
- Environmentalcondition; and

- Others.

c) The
following surveys/investigationsand study fわrthe Study Area:

- Topo-survey and preparation of a topographical map of the Study Area

(1/25,(X氾);

-

Meteorologicaland hydrologicalsurvey and study;
- Geological and by血ogeological suⅣey and study;

- SoilandlandusesuⅣey

- Survey and study of drainage cor)didons;

- Survey and study ofagnculture and livest∝k;

- Survey of agro-industry in the surroundingarea and rural infrastructures;

- Land conseⅣation and envimnment; and

- Agro-economy and agriculturalinsti(ution.

d) Cost estimation and construction schedule:

- Investlgation ofconstrucdon materialsand costs; and

- Cost estimation and construction schedule.

I 6-



e) Verification of the Project:

- Estimation of costs and benefits;

- Economic, financialand socialevaluadon;

- Implementation schedule; and

- Envi∫onmental impact.

412 辿迦由

The study shall be conducted in accordance withthe tentative study schedule shown in

Appendix I.

4.3 幽

- TeamLeader

- Civil Engineer

- Mechanical Engineer

- Livest∝k Specialist

- Agriculttml Expert (Grass)

- JqjobaExpert

- Hy血ogeologlSt

- Solid Specialist

- Agri-meteorologlSt

- Agro-economist

4.4 &

a) Inception Report:

Twenty (20) copies one (1) monthafterthe commencement of field suⅣey

b) Interim Report:

Twenty (20) copies at血e end of丘eld suⅣey

c) DraftFinalReport:

Forty (40) copies at the end of the study

d) FinalRepo托

Fifty (50) copies two (2) months after receiving the comments f=rom the

Government of Brazil on the Draft Final Report

- 7 -



5･辿迫望些迎盟主_王聖王起

5･1皇基地

Tbe Govemment of Japan is kindly requested to extend technical cooperation through

Japan lntemational Cooperation Agency (JICA), a responsible agency for executing

overseas technical cooperation by the Government of Japan, including dispatching the

study team, supplying equlPmentand machinery necessary for the survey and study and

performlng transfer of knowledge to the Brazilian counterpart personnel inthe course of

the survey and study.

512 王幽

To facilitate the smooth implementation of the study, the Government of Brazil thmugh

CODEVAS印EMBRAPA shall take necessary following measures:

a)
To provide the Japanese study team with the following at its own expense in

coordinatingwithother relevant organizations :

- Avai1able data and info-ation related to the study;

- Counterpart personnel to assist the study team and partlCIPate in the various

activitiesfor the study;

- Necessary vehicles with d也vers and theirnlnnlng COSt;

- Suitable office space withnecessary equipment; and

- Credentials or identification cards to the members of the study team･

b) To recommend the contractors/surveys to the study team for carrying out the

fTo11owing field works:

- Topograpbic suⅣey, hy血ogeological survey, and soil analysュs and test and

water quality test; and

- Installation of control polntS and bench marks.

c) To bear claims, if any arise againstthe members of (he study team, arising from,

∝cumng in血e course of, othenvise connected wi也the discharge of血eir duties in

the implementation of the study, except when such claims arise from gross

- 8 -



negligence or willful misconduct on the part of the members of the Japanese study

team

d) To assistthe study team in arranging its accommodation

ら) To provide the fわllowing:

- To securethe safetyofthe study team;

- To provide medical seⅣices as needed･ Its expenses will be chargeable on the

members of血e study team;

- To permit the members of the study team to enter, leave and sojournin Brazil

for duration of their assignment, and exempt form alien registration

requlrementSand consularfees;

- To exemptthe members of the study team from taxes, duties and other charges

on equlpment, machinery and other materials brought into Brazil for the

implementation of the study;

- To exemptthe members of the study team from income tax and other charges

imposed on or in connection withany emolument or allowance paid to members

of也e study team fわrtheir seⅣices in connection wi血血e s山dy;

- To provide necessary facilities tothe study team for remittance as well as

utilization of funds introduced into Brazil丘･om Japan in connection with the

study;

- To use communication facilities including transceiver with allocatedfrequency

and electronic distance measunng Instruments; and

- To permit the members of the study team to take to Japan all data and

d∝uments (includingphotographs and maps) related to the study.

ー 9 -



APPENDIX I.

ト･一

⊂)

TENTATIVE TIME S CHEDULE

Division DetailedWork
Month

Remarks
1st 2nd 3rd 4th 5th 6th 7th 8th 9th loth

Work 1･PrelimlnaryFieldSurvey&

DataCollection

2.Detai1edStudyandAnalysIS

3･WorkinJapan

4.DiscussionofDFR

Report 1･InceptlOnReport

2.InterimReport

3.DraftFinalReportPFR)

4.FinalReport ▲*

Note: llllll■‥ Work in Brazil
*

t_T9_チ?P.t9苧禦Lhe
comlnentS On DFR

⊂::=コ: Workin Japan




	表紙
	目次
	はじめに
	1．プロジェクトの背景
	1－1東北伯
	1－2　ブラジル東北伯対策

	2．サンフランシスコ河流域
	2－1サンフランシスコ河
	2－2　サンフランシスコ流域開発公社

	3．ＣＢLシステムによる開発計画の試算
	3－1構　　想
	3－2　C B Lシステム
	3－3　CBLシステムと従来システムの比較

	4．Capim BuffelおよびLeucena
	5．開発プロジェクト
	5－1プロジェクトの目的
	5－2　プロジェクト地区
	5－3　プロジェクトの面積と開発年次
	5－4　受益農家数と農家規模および土地利用
	5－5　投資額
	5－6　経済効果
	5－7　機械開墾
	5－8　牧　　柵
	5－9　深井戸

	6．ホホバ（Jojoba）の栽培について
	む　す　び
	別添資料（Annex）
	Ⅰ．調査日程
	Ⅱ．面談者リスト
	Ⅲ．調査者の略歴
	Ⅳ．ブラジル農業統計概要
	Ⅴ．北部および東北ブラジルの雨量
	VI．PRELIMＩＮＡＲＹ　ECONOＭＩＣ　 EVALUATION OF NORTHEASTERN BRAZIL CAATINGA（SEＭＩ－ＡＲＩＤ）
	AREA ENVIRONＭENT CONSEVATION AND SUSTAINABLE AGRICULTURE／LIVESTOCK DEVE－
	LOPMENT PROJECT

	Ⅶ．TERMS OF REFERENCE（Draft）FOR FEASIBILITY STUDY ON NORTHEASTERN BRAZIL
	CULTURE／LＩＶESTOCK　ＤEVELOPMENT　 PROJECT
	CAATINGA（SEMI－ARID）AREA ENVIRONMENT CONSERVATION ANl）SUSTAINABLE　AGRI－





